
「魚を与えるのではなく、魚の釣り方を教えよ」
さかな あ た さかな つ か た お し

校長 長野 秀樹
こうちよう なが の ひで き

この言葉は、教育の世界ではよく出てくる言葉の一つです。
こと ば きよういく せ かい で こと ば ひと

中国語では『授人以魚 不如授人以漁( ショウ レン イー イュー、プ
ちゆうごく ご

ー ルー ショウ レン イー イュー）』と言われ、「人に魚を与えると１日で食
い ひと さかな あた にち た

べてしまう。しかし、人に釣りを教えれば生涯食べていく事が出来る」と老子
ひと つ おし しようがい た こと で き ろう し

（中国春秋時代における哲学者）が言ったとされる言葉です。
ちゆうごくしゆんじゆう じ だい てつがくしや い こと ば

お腹を空かした人がいた場合、魚を与える事は一時的な空腹を満たすため
なか す ひと ば あい さかな あた こと いち じ てき くう ふく み

には簡単な方法ですが、それでは、その人は空腹になる度に誰かを頼り、魚
かん たん ほう ほう ひと くう ふく たび だれ たよ さかな

をもらい続けなければならないし、もらい続ける癖がついてしまいます。
つづ つづ くせ

それに対して、釣りの道具を与えて魚の釣り方を教え、
たい つ どう ぐ あた さかな つ かた おし

実践して身に付けてもらえるようにすれば、空腹になっても
じつせん み つ くうふく

自らの力で魚を捕まえて食べられるようになります。もち
みずか ちから さかな つか た

ろん、目先の困難を助けることも時には大事ですが、「相手
め さき こん なん たす とき だい じ あい て

のためには何が１番か？」を考え、教えてあげたり、環境
なに ばん かんが おし かんきよう

を作ってあげたりすることが大事です。
つく だい じ

「答えはその人の中にあり」と言われます。教えるのではなく、自分自身
こた ひと なか い おし じ ぶん じ しん

で気付く事がとても大切だとされます。答えを知っている者からすれば、答
き づ こと たい せつ こた し もの こた

えを教えるのは簡単ですし、単刀直入に言いたくて、もやもやすることもあ
おし かんたん たんとうちよくにゆう い

ります。しかしそこをぐっと堪えて、相手が自ら気付き、学ぶ機会を奪って
た あい て みずか き づ まな き かい うば

はいけないというのも教える立場の人の役目です。
おし たち ば ひと やく め

子供から「これってなあに？」と聞かれ、簡単に答えを教えてしまうのは、
こ ども き かんたん こた おし

子供の考える力を育む意味で、成長の機会を奪う場合もあります。
こ ども かんが ちから はぐく い み せいちよう き かい うば ば あい

質問と答えの間には「疑問」があり、「なぜ？」「どうして？」「どうやって？」
しつもん こた あいだ ぎ もん

という過程があります。答えを教えてしまうことで、頭を使い考える習慣を飛
か てい こた おし あたま つか かんが しゆうかん と

ばしてしまうのです。答えを簡単に知る習慣を続けることで思考停止状態に
こた かんたん し しゆうかん つづ し こうてい し じようたい

なり、思考力、創造力などが育ちません。
し こうりよく そうぞうりよく そだ

学校では、学習や学習以外の場で、すぐに答えを教えるのではなく、子供
がつこう がくしゆう がくしゆう い がい ば こた おし こ ども

が自分で考えられるように仕向けています。ご家庭におかれましても、子供
じ ぶん かんが し む か て い こ ども

が「これってなあに？」と聞いてきたら、「なんだと思う？」と聞き返し、考
き おも き かえ かんが

える習慣を付けさせたいものです。困っていたら、すぐに答えを教えるので
しゆうかん つ こま こた おし

はなく、一緒に解決方法を考えるようにしていただきたいと思います。
いつしよ かいけつほうほう かんが おも


